
               

＜会主催特別企画＞  

知覧・平和ツアー 
平和・命の原点を訪ねる旅 

◆とき：９／１９(金)～２１(日) 
◆費用：５万円程度(交通社企画ツアー参加) 

◆集合：伊丹空港7:00(予定) 

◆日程(予定) 

9/19 伊丹空港(8:00-11:00発)→鹿児島空港 

   →霧島高原→霧島温泉宿泊 

9/20 →知覧特攻平和会館(海軍)(語り部によ

る案内)→知覧・武家屋敷→指宿温泉宿泊 

9/21 →鹿児島市内観光→桜島溶岩道路 

→鹿児島空港(15:45-19:00発)→伊丹 

◆問合せ・申込み：会最寄り担当者まで 

憲法を行政に生かす大阪の会ニュース 
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財
界
と
意
気
投
合
「
府
は
解
消
、
道
州
制
に
」

発行「憲法を行政に生かす大阪の会」   発行責任者：長谷川道弘     TEL06-6942-4069 
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五
月
九
日
、
地
方
分
権
改

革
推
進
員
会
が
、
国
の
出
先

機
関
見
直
し
、
国
と
地
方
、

地
方
間
の
役
割
分
担
・
権
限

移
譲
を
提
起
し
て
い
ま
す
。

ま
た
知
事
会
も
、
二
月
、

国
の
地
方
支
分
部
局
の
見
直

 

さ
ら
に
「
維
新
案
」
の
本

質
的
な
狙
い
が
、
自
公
政

権
・
財
界
の
要
求
に
応
え
た

地
方
自
治
「
解
消
」
と
道
州

制
導
入
に
あ
る
こ
と
を
強

調
。 

 

府
政
が
い
ま
や
る
べ
き

こ
と
は
、地
方
自
治
体
本
来

の
役
割
を
果
た
す
立
場
に

立
ち
返
っ
て
府
民
生
活
の

支
援
に
全
力
を
挙
げ
、大
型

開
発
や
同
和
行
政
の
ム
ダ

緊
急
企
画
「
食
の
問
題
」
学
習
会
開
く 

六
月
二
二
日
、
会
主
催

の
緊
急
企
画
「
食
の
問
題

を
根
本
か
ら
考
え
る
」
学

習
会
が
行
わ
れ
、
二
一
人

が
参
加
し
ま
し
た
。 

大
阪
・
食
農
府
民
会
議

の
顧
問
で
も
あ
る
佐
保

庚
生
代
表
世
話
人
が
講

演
し
「
食
料
品
は
、
食
べ

る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ

が
人
の
健
康
と
い
の
ち

に
直
接
関
わ
る
も
の
で

あ
り
、
安
全
で
あ
る
こ
と

「
ゆ
っ
く
り

話
せ
て
、
温
泉

に
入
っ
て
湖

が
見
え
る
と

こ
ろ
が
え
え

な
あ
」
と
財
界 

首
脳
会
議
は
三
ツ
星
で
、

ラ
ン
ク
落
ち
な
が
ら
組
合

大
会
も
決
め
ら
れ
る
。
大

層
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
莫

大
な
浪
費
と
近
所
迷
惑
な

ん
の
そ
の
「
Ｇ
８
」
と
て

も
同
じ
発
想
だ
ろ
う
◆
Ｇ

８
は
温
暖
化
も
食
糧
危
機

も
原
油
高
騰
も
核
も
そ
の

ほ
と
ん
ど
の
タ
レ
元
を
独

占
し
て
き
た
。
古
い
野
球

部
だ
と
丸
坊
主
に
な
っ
て

禅
寺
で
座
禅
し
、
警
策
（
き

ょ
う
さ
く
）
と
い
う
棒
で

肩
を
し
た
た
か
に
打
た
れ

る
と
こ
ろ
だ
◆
禅
寺
の
瑞

龍
寺
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

「
汝
自
ら
に
問
え
」
と
の

見
出
し
の
後
に
「
昼
尚
暗

い
森
林
中
に
あ
っ
て
人
に

道
を
問
う
者
は
人
に
よ
っ

て
道
を
失
う
こ
と
が
あ

る
。
自
ら
開
拓
す
る
者
に

は
道
は
永
遠
に
明
る
い
」

（
涙
骨
抄
よ
り
）
と
あ
っ

た
◆
中
国
と
イ
ン
ド
を
タ

レ
元
に
巻
き
込
む
な
ど
論

外
、
「
わ
が
国
は
何
％
削

減
す
る
」
と
い
わ
な
き
ゃ

中
印
は
つ
い
て
こ
な
い
。

Ｇ
８
は
玉
虫
製
造
工
場
で

は
な
い
。（
Ｂ
Ｙ
に
） 

が
当
た
り
前
で
あ
る
は

ず
だ
が
、
そ
れ
が
そ
う
で

は
な
く
な
っ
て
い
る
」
と

提
起
。
八
〇
年
代
の
輸
入

拡
大
、
国
内
農
業
縮
小
路

線
な
ど
に
起
因
し
て
い

る
こ
と
、「
カ
ネ
さ
え
出

せ
ば
必
要
な
も
の
を
買

え
る
時
代
で
は
な
く
な

り
つ
つ
あ
る
」
世
界
の
食

糧
事
情
や
、
日
本
の
食
料

自
給
率
の
引
き
上
げ
は

待
っ
た
な
し
の
課
題
と

ストップ！ 

「大阪維新プログラム案」 

府民の暮らしも文化も切り捨て 

「
地
方
分
権
改
革
」
と 

国
の
出
先
機
関
見
直
し
の
動
き 

運
営
を
正
す
こ
と
を

後
回
し
に
し
、
同
和

行
政
も
一
部
縮
小
し

な
が
ら
継
続
、
③
引

き
続
き
「
民
間
企
業

で
い
え
ば
破
産
状

態
」
な
ど
と
府
民
の

危
機
感
を
あ
お
っ
て

い
る
・
・
・
の
三
点

を
指
摘
し
て
い
ま

す
。 

＜会恒例行事＞ 

木曽駒登山と天竜川下り 

2008信州ふれあいツアー 

７／２６土－２７日 
●宿泊：ふれあい山荘(飯田市)

●費用：各人２万円 

(ただし天竜川下り2900は各自) 

●集合：大阪第１合庁午前7:30

 

大
阪
府
橋
下
知
事
は
六
月
五
日
、「
財
政
再
建
」「
政
策
創
造
」「
府
庁

改
革
」
か
ら
な
る
「
大
阪
維
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
（
維
新
案
）」
を
発
表
し
、

七
月
の
臨
時
府
議
会
で
審
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
橋
下
維
新
案
に
対
し
、
「
目
指
す
方
向
と
一
致
し
て
い
て
心
強

い
」
と
日
本
経
団
連
の
御
手
洗
会
長
（
キ
ャ
ノ
ン
会
長
）
が
太
鼓
判
を
押

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
府
民
の
望
む
方
向
な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

明
る
い
民
主
大
阪
府
政
を
つ
く
る
会
は
、
六
月
一
三
日
、
常
任
幹
事
会

ア
ピ
ー
ル
を
発
表
し
、
問
題
点
を
明
確
に
指
摘
し
て
い
ま
す
。 

し
の
具
体
的
方
策
を
発
表
し

て
い
ま
す
。 

い
ず
れ
も
「
道
州
制
」
と

セ
ッ
ト
で
大
幅
削
減
が
前
提

と
な
っ
て
お
り
、
社
会
保
険

庁
の
解
体
に
つ
づ
き
、
重
要

な
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

 ダブル 
ボランチ

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

か
ら
も
「
消
費
者
は
何
を

ど
う
し
て
い
く
か
考
え

行
動
を
起
こ
す
と
き
」
と

強
調
し
ま
し
た
。 

輸
入
現
場
か
ら
は
中

国
ぎ
ょ
う
ざ
事
件
当
時

は
減
少
し
て
い
た
輸
入

食
品
が
い
ま
ま
た
増
加

し
て
い
る
実
態
、
農
政
現

場
で
は
こ
う
い
う
状
況

に
も
か
か
わ
ら
ず
一
〇

万
㌶
多
す
ぎ
る
と
生
産

調
整
・
減
反
の
し
り
た
た

き
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

 
 

ア
ピ
ー
ル
で
は

「
維
新
案
」
の
問
題

点
と
し
て
、
①
住
民

の
暮
ら
し
や
営
業
を

守
る
と
い
う
自
治
体

の
責
任
と
、
都
道
府

県
行
政
の
広
域
的
責

任
を
放
棄
、
②
財
政

悪
化
の
原
因
で
あ
る

国
の
地
方
財
源
圧
迫

と
開
発
優
先
の
府
政

を
な
く
し
、
国
が
削
っ
て
き
た

地
方
交
付
税
を
元
に
戻
す
よ
う

国
に
働
き
か
け
る
こ
と
な
ど
に

あ
る
と
強
調
し
て
い
ま
す
。 

講
師
の
佐
保
代
表
世
話
人



 
 

「憲 法 を 行 政 に 生 か す 大 阪 の 会 ニ ュ ー ス」      ＮＯ．４１   ２００８．７．１０ 

フ
ォ
ー
ラ
ム
建
設
近
畿
が 

憲
法
に
関
す
る
職
場
ア
ン
ケ
ー
ト 

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
建

設
近
畿
」
で
は
労
働

組
合
と
共
同
し
て
憲

法
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
結
果
を
五
月

に
特
集
号
で
発
表
し

て
い
ま
す
。 

集
計
は
一
二
事
務

所
六
六
八
名
か
ら
の

回
答
分
で
す
。 

憲
法
「
改
正
」
論

議
に
七
割
が
関
心
あ

り
、
九
条
「
改
正
」

に
は
過
半
数
が
反
対

と
答
え
て
い
ま
す
。 

橋
本
世
話
人
が
府
内
通
し
行
進
に
参
加 

 

会
は
７
／
４
大
阪
市
内
コ
ー
ス
を
歩
く 

社
会
貢
献
組
織
は
で
き
な
い
か 

退
職
者
等
が
有
す
る

公
的
資
格
・
能
力
を
活
用

し
た
社
会
貢
献
組
織
を

立
ち
上
げ
て
は
と
い
う

意
見
が
あ
る
。
国
公
退
職

者
の
中
で
、
現
在
社
会
保

険
労
務
士
・
司
法
書
士
・

税
理
士
・
行
政
書
士
等
の

資
格
・
能
力
を
有
す
る
方

が
多
数
お
ら
れ
る
。
一
方

で
民
主
団
体
や
市
民
に

お
い
て
は
一
つ
の
問
題

で
な
く
多
様
な
組
合
わ

さ
っ
た
形
で
の
ニ
ー
ズ

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に

様
々
な
有
資
格
者
を
統

合
し
た
組
織
を
つ
く
る

こ
と
に
よ
り
適
正
利
潤

の
も
と
社
会
貢
献
を
行

お
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。 

を
取
り
組
ん
だ
。
９
条
に

つ
い
て
若
い
人
が
「
わ
か

ら
な
い
」
と
答
え
て
い
る

比
率
が
高
い
。 

【
運
輸
】
①
機
関
紙
「
革

新
懇
通
信
」
第
三
号
を
発

行
し
た
。
②
一
〇
月
一
一

日(

土)

の
「
秋
の
味
覚
と

温
泉
」
の
企
画
案
内
と
大

阪
以
外
の
人
に
加
入
も

呼
び
か
け
た
。
加
入
の
返

事
が
届
い
て
い
る
。 

 

第
二
回
世
話
人
全
体

会
が
七
月
一
七
日(

木)

に
開
催
さ
れ
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
世
話
人
全
体

会
で
は
、
①
世
の
中
全
体

や
公
務
に
関
す
る
動
き

な
ど
に
つ
い
て
議
論
す

る
こ
と
、
②
会
が
計
画
し

て
い
る
諸
行
事
に
つ
い

て
確
認
す
る
こ
と
、
な
ど

が
主
な
内
容
で
す
。 

 

ま
た
今
回
、
会
員
な
ど

か
ら
団
塊
の
世
代
を
は

じ
め
と
し
て
多
く
の
退

職
者
が
見
込
ま
れ
る
中
、

能
力
・
資
格
を
有
す
る
人

で
社
会
貢
献
は
で
き
な

い
も
の
か
と
の
声
が
寄

単
位
職
場
報
告 

「
憲
法
を
行
政
に
生
か
す
大
阪
の
会
」
は 

 

大
阪
地
区
に
あ
る
国
公
職
場
等
に
働
く
個
人
・
団
体
と
そ

の
退
職
者
等
の
関
係
者
を
垣
根
な
く
網
羅
す
る
形
で
構
成

し
て
い
る
、
今
ま
で
に
な
い
新
し
い
形
態
の
組
織
で
す
。 

 

【代
表
世
話
人
】 

佐
保
庚
生(

元
農
林)

、
田
中
喜
雅(

元
建

設) 

、
長
谷
川
道
弘(

元
国
公)

、 

馬
場
忠
雄(

元
法
務) 

松
元

公
子 (

元
経
済/

通
産)) 

山
瀬
徳
行(

元
労
働
／
基
準) 

【世
話
人
】 

池
長
秀
吉
（元
司
法
）、
伊
藤
邦
夫(

元
財
務)

、

大
槻
眞
一
（元
経
済
／
大
工
試
）、
河
内
満
維(

元
国
税)

、
北

谷
信
也(

元
運
輸)

、
中
井
士
朗(

元
国
税)

、
西
愛
彦(

元
税

関)

、
橋
本
啓
修(

元
厚
生)

、
平
野
忠
志(

元
建
設)

、
矢
野
林
子

(

元
経
済
／
通
産)

、
山
下
寿
子(

元
国
税)

、
山
岨
光
男(

元
経

済)

、  

 
 

﹇
加
入
申
し
込
み
等
は
、
も
よ
り
の
役
員
・
担
当
者
か

会
事
務
局
ま
で
！
﹈ 

あ
な
た
は
憲
法
九
条｢

改

正｣

を
ど
う
思
い
ま
す

か
？
」と
の
問
い
に
は
過
半

数
の
五
六
％
の
方
が
「
反

対
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

「
賛
成
」
は
二
〇
％
、「
わ

７
／
１
７
第
２
回
世
話
人
全
体
会
予
定 

【
農
林
】
①
六
月
二
一
日

(

土)

会
企
画
行
事
と
し

て
、
高
槻
・
Ｊ
Ｔ
生
命
誌

研
究
館
見
学
会
を
行
い

九
が
名
参
加
し
た
。
②
六

月
二
七
日(

金)

午
後
、
世

界
の
食
糧
事
情
に
か
か

わ
っ
て
食
の
問
題
で
の

一
大
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
た
。
③
七
月
九
日

農
林
・
大
阪
の
会
の
第
七

回
総
会
を
行
っ
た
。
会
か

ら
は
長
谷
川
代
表
世
話

人
が
挨
拶
。 

【
財
務
】六
月
一
五
日(

日)

大
阪
城
・
谷
町
界
隈
戦
争
遺

跡
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
っ

た
。 

【
建
設
】
①
五
月
二
一
日

(

水)

第
五
回
総
会
を
行
っ

か
ら
な
い
」
が
二
三
％
で
、

若
い
方
ほ
ど
「
わ
か
ら
な

い
」の
回
答
が
多
く
な
っ
て

お
り
二
〇
代
で
は
三
三
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

府内通し行進団（左から２人目が橋本さん） 

月  全体の行事 会の行事 組織予定 
７月 7/4平和行進 

7/12大阪革新懇総会 

7/19憲法講座④ 

7/9農林の会 

第７回総会 

7/26-27 

信州ふれあいツアー 

7/10会ニュースNO.41 

 

7/17世話人全体会② 

８月 8/4-6原水爆禁止 

平和大会 （広島大会） 

 事務局会議⑥ 

９月  9/19-21 

知覧・平和ツアー 

会ニュースNO.42 

事務局会議⑦ 

10

月 

10/18-19 

全国革新懇交流会・奈良 

10末～11 大きな 

学習講演会を企画 

事務局会議⑧ 

大阪国公定期大会/50周年 

 

 

今
年
で
五
〇
周
年

を
迎
え
る
「
二
〇
〇

八
原
水
禁
国
民
平
和

大
行
進
」
の
東
京
・

広
島
コ
ー
ス
が
六
月

三
〇
日
大
阪
入
り
し

ま
し
た
。 

七
月
四
日
の
大
阪

市
内
コ
ー
ス
は
例
年

大
阪
国
公
が
責
任
団

体
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
当
会
か
ら
も
多

数
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
の
府
内
通
し

行
進
に
当
会
世
話
人

の
橋
本
啓
修
さ
ん

（
厚
生
）
が
参
加
さ

れ
て
お
り
元
気
一
杯

行
進
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
国
公
で
は
今
年

も
山
道
さ
ん
（
国
税
）

が
通
し
行
進
さ
れ
ま

し
た
。 

 

去
る
五
月
一
二
日

(

土)

「
大
阪
革
新
懇
学

校
」
が
開
催
さ
れ
、
六

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

 

荒
川
和
明
全
国
革
新

懇
事
務
室
長
の
講
演
は

「
垣
根
を
つ
く
ら
な

い
」
視
点
で
会
員
や
協

力
者
を
広
げ
る
こ
と
の

大
事
さ
を
経
験
を
も
と

に
語
ら
れ
た
の
が
印
象

的
で
し
た
。 

原
水
爆
禁
止
二
〇
〇

八
年
世
界
大
会
（
広

島
）に 参

加
し
ま
せ
ん
か

 

今
年
の
主
会
場
は
広

島
で
八
月
四
日
か
ら
六

日
ま
で
開
催
さ
れ
ま

す
。当
会
で
は
、「
核
兵

器
の
な
い
平
和
で
公
正

な
世
界
の
た
め
に
」
開

催
さ
れ
る
こ
の
大
会
へ

の
参
加
者
を
募
っ
て
い

ま
す
。
特
に
青
年
・
大

歓
迎
で
す
！ 

企
画
中
の
行
事
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。 

せ
ら
れ
て
お
り
議
論
を

予
定
し
て
い
ま
す
。 

大
阪
革
新
懇
学
校
に
参
加 た

。
記
念
講
演

は
藤
永
の
ぶ
よ

さ
ん
「
市
民
の

目
線
か
ら
公

務
・
公
共
事
業

を
考
え
る
」。②

労
働
組
合
と
共

同
で
職
場
で
憲

法
ア
ン
ケ
ー
ト


